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夜6時 踏切事故 特急と衝突
踏切内に止まっていた乗用車女性が意識不明の重体

特に、運行時間が多い時間帯は、踏切は前方に余裕を持ち

無理に渡らず待つ事、鳴っても無理に渡らない

①警報機が鳴っていなくても、

踏切の向こう側の道路が空いていない場合には、踏切に進入しない

②踏切横断中に遮断機が下りても、

前方の道路が空いていれば、遮断機を押して通過する

③万が一閉じ込められてしまったら、

車から降りて非常通報ボタンを押して、踏切外へ出る

２０２０／１２／７（月） ６：２４

６日午後６時ごろ、愛知県の踏切で、特急電車の男性運転士（５０）が、前

方の線路内に乗用車が止まっていることに気がついた。

男性運転士はブレーキをかけたが間に合わず列車は乗用車と衝突した。

この事故で、乗用車を運転していた３０代ぐらいの女性が病院に搬送され

たが、意識不明の重体。

乗客や乗務員に、けがはなかった。

警察が、事故の状況をくわしく調べている。


